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Fosfomycin(経 口)の 眼科領域の感染症におけ る使用経験
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国立金沢病院眼科

は じ め に

感染症に対 して従来か ら種 々の抗生 物質が使用 されて

い るが,実 際,臨 床的には,眼 感染症,な かで も眼球内

部の ものでは,起 炎菌を検 出す るこ とが ひ じょうに困難

であ り,し か も起炎菌不明 のまま早急 に治療 を開始 しな

けれ ばな らない ことが多い。 このよ うな場合 に,な るべ

く安 全で,か つ広範囲 のスペ クトラムを示 す抗 生物質が

必要 である。 この条件をあ る程度満た して くれ る抗 生物

質 としてFosfomycin(FOM)を 眼科領域 の感 染症 に使

用す る機 会を得たので,そ の臨床成績につ いて以下 に報

告す る。

臨 床 成 績

FOMを 使用 した しは当科 を訪 れた外来お よ び入院患

者の 中の主 と して麦粒腫,涙 の う炎 であ り,そ の他に全

眼球炎,テ ノン氏嚢炎:外 傷 の感染防止な どの全20症

例で ある。

FOMの 投与方法は成人 に対 して は,500mgを1日

4回,小 児には ドライシロ ップ800mgを1日4回 に分

けて投薬 内服 させ た。

なお,各 症例には,併 用薬 剤を使用 しなか ったが,手

術 等の眼科的処置 の必要 な場合 には,そ の都度適宜に行

な った。

効果の判定の基準 としては,起 炎菌 の検出が充分に で

きなか ったので,臨 床症状 に重 きをおき,そ の経過を観

察 しなが ら,ひ じ ょうな改善 を見 ら れ た も の に は著効

(〓),な んらかの効果が認め られたものを 有効(+),

臨床上で と くにFOMに よる変化が認 められない と思わ

れた ものを無効 または不明(-),と した。

以下に各症例を表示す るが,こ こで,著 効 を認め られ

た と思われ る数例につ いてそ の経過 を述べ る。

症例3 19才,男 。来院 の前 日か ら,上 眼瞼の発赤,

腫脹お よび疼痛が著 明であったが,FOM投 与の翌 日か

ら主訴は軽快 し,2日 目には完全 に消 失 した。

症例11 79才,女 。 涙 の う摘 出後,経 過 不良で腫脹

がつ よく残 った。 しか しFOMの 投与後3日 目で腫脹 は

とれ,治 癒 した。

症例12 68才, 女。 視力障碍を主訴 として当科受 診

し,白 内障手術の 目的で入院 したが慢性涙 の う炎 を認 め

FOM投 与 後3日 目に,先 ず涙の う摘出術を行 なった。

その後手術部の経過 よく5日 目に冷凍 による白 内障 の う

内摘 出術 を行なった。 涙の う部に も異常な く白 内障術後

の経過 も何 ら著 変な く,間 もな く退院 した。

症例 17 87才, 男。 当科初 診時,眼 瞼お よび球結膜

の発赤腫脹が著 明でかっ眼痛 がひ じょうに強 く全 眼球 炎

の診断 のも とで入院 した。入 院後局所への加 療 と同時 に

FOM投 与を開始 した。 投与後3日 目で腫脹 はひ じょう

に軽快 し同時 に眼痛 も軽減 した。 眼球摘 出術 を行 なった

が術後,結 膜 の刺戟症状 も少 な く,経過 良好 で退 院 した。

副 作 用

FOMの500mgカ プセルを1日4回,3日 か ら15日

間,お よび ドライ シロップ200mgを1日4回,10日 間

投与,内 服 させ たが 胃腸 障碍その他の副作用な どは,い

ずれ の症 例に も見 られなか った。

ま と め

近年,抗 生物 質の発達で,感 染症に安易に対処で きる

ようになったが,他 方,緑 膿菌感染に よる難 治な症例や,

ひ じ ょうに難渋す る感染 症に も遭遇す ることが多 くな っ

てきたのは衆知 の ことであ る。眼科領域の感染症で も同

様 であるが,と くに眼内部の ものは起炎菌を検出する こ

とが困難 であ り,ま た,起 炎菌不明の まま早急に治療を

開始 しなけれ ばならない ことが多いので緑膿 菌な どに対

しても感受性 を持 つ広範囲スペ ク トラムを示 す抗生物質

を最初 に使用 したい。 この よ うな 形 の 抗生物質 として

はFOMは 毒性 が低 く,比 較 的大量 に長期間使用 が可能

であ った。

我 々が使用 した症 例は20例 であ り比較的少ないが,

その うち18例 に効果 を認め,う ち,5例 にば著効を認

めた。

その他に,術 後 の感染 予防 と して白内障,緑 内障 の術

前を含め て13例 に 平均5日 間FOM500mgカ プセル

を1日4回 投与 した。 いず れの場合 にも感染 した症例は

な く,ま た,主 として老人 を対 象と しての投薬 であった

が 胃腸障碍 な どの副作用 も認 められなか った。FOMは,

感 染症は もち ろんの こと,術 後感染予防 な どに対 しても

使用 され るべ き有用な薬剤 と考 えられ る。
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Table 1. Clinical results of FOM
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Clinical results Results by infections

CLINICAL EXPERIENCE WITH FOSFOMYCIN IN INFECTIONS 

OF OPHTHALMOLOGIC FIELD

HAZIME TAKEMURA, HIROKO ASANO and NAOYA MATSUDA 

Department of Ophthalmology, Kanazawa National Hospital

Recent development of antibiotic has brought an easy treatment of infections. On the other hand, 

however, it has been well known that there had increasingly occurred pseudomonas infections and 

persistent infections. The same thing can be also said to the ophthalmologic field, in which a broad 

spectrum antibiotic effective against pseudomonas has been desired since it is difficult to the causative

organisms present in the inner part of the eyes and early treatment must be done despite the orga-

nisms are unknown. Fosfomycin with low toxicity was taken as a suitable antibiotic for this purpose 

and it could be used at the relatively large dose for a long period. A satisfactory result was obtained 

in 18 of 20 cases, though the number of cases was small, and 5 of them had an excellent result. 

For the purpose of prevention of post-operative infections, fosfomycin was also given to about 15 

cases including cases with cataract and glaucoma in which the drug was used before operation at the 

dose of 500mg in capsules 4 times a day for 5 days on average. No side effects such as gastrointestinal 

disturbances, etc. were noted for the administration to old patients. Fosfomycin is considered to be 

a useful chemotherapeutic agent for prevention of post-operative infections as well as infections.

Table 2. Results of FOM therapy


